一般社団法人　竹原青年会議所　諸規程
会員資格規程
１．正会員の入会及び資格審査規程
（１）新入会員の申込みはなるべく２５才以上３５才以下の有資格者で正会員２名以上の責任ある推薦を必要とする。
ただし、推薦者は
イ　竹原青年会議所に１年以上在籍する正会員で
ロ　前年度の出席率が７０％以上であって
ハ　内１名は、２年以上入会希望者のＪＣ活動にアドバイスできる者。
ニ　新入会員の推薦をなるべく毎年度４名以内とする。
（２）推薦者は所定の様式（仮入会申込書）に従い本人との関係及び推薦理由を担当する理事に提出する。
（３）理事会は担当する理事及び推薦者の意見を参考として理事会の賛成に依り仮入会を承認する
（４）仮入会を認められた新入会員は推薦者と共に理事長及び之の指名する理事と面接しＪＣに関する諸般の教育を受け義務履行の誓約をする。
（５）仮入会を認められた新入会員は仮入会員として登録され３ヶ月間の仮入会期間中下記の各号を原則として完全に履行した上で本人が書面（入会申込書）にて正式入会を希望したときは、担当する理事は申込者の資格に関する資料を作成し、意見を添えて理事会に提出し、理事会に於いて正式入会を確定する。
イ　理事会が指定したＪＣ行事に８０％以上参加すること。　　　　
ロ　将来正会員たるに相応しい青年としての言動をとること。
（６）正式入会が確定した新入会員は直ちに所定の入会金と会費（年間）の残額を納入し、会員章（証）を佩用するものとする。
（７）再入会及び他青年会議所に在籍していた者が入会する場合には入会金を必要とし
ない。
（８）正会員が転勤等やむを得ない理由により、本会議所活動が困難になった場合で、同一事業所の者が３ヵ月の仮入会期間後に正会員として入会する場合、理事会の決議により、年度内会費と入会金を免除することができる。 
（９）賛助会員（個人）が正会員として入会する場合、仮入会の期間を免除する。また、入会金を免除する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０２０年９月１日変更施行）
２．会費納入規程
（１）正会員の入会金及び正会員、賛助会員の会費と各々の納期を次の通りとする。
　　　　入会金　　30,000円
　　　　　納期　　正式入会決定後１週間以内
      　　会費　　経常会費　　正会員　　　　　　　120,000円　
　　　　　　　　　　　　　　賛助会員（個人）    　 30,000円
　　　　　　　　　　　　　　賛助会員（団体）  １口 30,000円
当該年度の１月総会で金額及び納期を決定する。
　　　　　　　　　特別会費
　　　　　　　　　　必要額をその都度納入する。
（２）入会金、経常会費及び特別会費の徴収は総務担当委員会が理事会の協力により確実迅速に行う。
（３）退会を届出た会員及び理事会が自然退会と見做した会員は退会決定月迄の会費月割額を納入しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１８年２月７日変更施行）
３．特別会員規程
（１）正会員が制限年齢に達した場合本人の希望により特別会員として申し込むことができる。
（２）特別会員は役員の選挙、被選挙権はない。
理事会の諮問ある場合に限り本会の運営に関する意見を述べることができる。

４．賛助会員規程
（１）賛助会員は、竹原市、及びその周辺に居住するか若くは事業場を有する個人又は法人その他の団体であって本会議所の趣旨に賛同し、その事業の発展を助成することも望むものでなければならない。
（２）賛助会員として入会を希望する者は入会申込書を理事長に提出し、理事会の承認を得なければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）賛助会員の会員資格は１ヵ年限りとする。ただし再入会を妨げない。

（４）賛助会員は、有効期間終了日の１ヶ月以上前までに退会する旨の申し出によって退会することができる。申し出がない場合は翌年も自動更新とする。
（５）賛助会員が所定の年会費を納入しない場合は退会とする。また、年度途中での退会に際しての会費の返却は行わない。
（６）賛助会員（個人）
イ　賛助会員（個人）は、満２０歳以上満４５歳未満の品格ある青年。但し事業年度において満４５歳に達した者はその年度終了に至るまで、賛助会員の資格を有するものとする。

　　　ロ　賛助会員（個人）の年度途中の入会者の会費は月割計算とする。　　　　
ハ　賛助会員（個人）は当会議所の会員章（証）は交付しない。別に名札を交付する。
二　本会議所の作成する資料（基本資料・会員名簿・ホームページ）に賛助会員名を掲載できる

ホ　入会を認められた賛助会員（個人）はＪＣに関する諸般の教育を受け義務履行の誓約をする。　

ヘ　賛助会員（個人）は、この法人のあらゆる会合に参加し、発言することができる。ただし、一切の表決権ならびに被選挙権及び選挙権を有しない。

ト　賛助会員（個人）が本会議所の例会、事業及びその他行事に参加する場合は、その実費をその都度納入する。

　　　チ　賛助会員（個人）は本会議所の役員、委員並びに公益社団法人日本青年会議所の役員、委員に選任されない。また、ＪＣＩへの登録はできない。

リ　賛助会員（個人）は公益社団法人日本青年会議所の事業に原則として参加できない。当該事業を本青年会議所例会に充てた場合も同様とする。

（７）賛助会員（団体）
　　イ　賛助団体（団体）は本会議所に対して会費（賛助金）を支払う事によって本会議所の活動を援助するものであり、本会議所の会員としての地位を有するものではない。

ロ　本会議所の作成する資料（基本資料・会員名簿・ホームページ）に賛助会員（団体）名を掲載できる。また、希望者に限りリンクサービスをする事ができる。

ハ　賛助会員（団体）の代表者又は、代表者より指名されたものは、本会議所新春互礼会に参加することができる。
二　賛助会員（団体）と正会員は兼ねることができない。ただし、賛助会員（団体）と特別会員、賛助会員（団体）と賛助会員（個人）は兼ねる事ができる。
　　ホ　賛助会員（団体）が本会議所へ出向者を出す場合、出向者の会員等諸規則は正会員の入会及び資格審査規程を準用する。但し、入会金は免除する。
（８）賛助会員（個人）の通称を賛助会員、賛助会員（団体）の通称を竹原ＪＣサポータ　　　

　　　－とする。本会議所の作成する資料においては基本的に通称を使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１８年１２月５日変更施行）
５．退会規程
　竹原青年会議所会員が下記事項に該当する行為があった場合理事会は当該会員の退会を総会又は例会に報告する。
（１）会員が書面により退会の意思をなしたる場合。

（２）会費納入規程に反して指定納期２ヶ月以上の滞納があり１０日間の猶予期間を設けて督促状を発送するも何らの回答なき為これを理事会が自然退会と認めた場合。

（３）会員の体面を汚す行為及び会員相互の不和の原因となるような行為があり、これを５名以上の会員が理事会に報告し理事会が当該会員の退会を適当と判断した場合。
　　　但し、理事会は総会又は例会報告に先だって当該会員に退会決定を通知する。
６．休会規程
　会員が転勤海外出張等正当な事由により長期間例会に出席不可能なる場合、申出により期間を定め理事会はその会員を休会会員とすることができる。
（１）休会会員の期間中の会費は正会員と同額とする。
（２）休会会員が復会を希望する場合、復会届を理事長に提出し、理事会の承認を得てその翌日より復会することが出来る。
運営規程
１．例会及び出席に関する事項
（１）例会
　　　　　　日　時　　毎月第３水曜日　　１９：００～２１：００
　　　　　　場　所　　大　広　苑
　　　　但し、理事会の決定により日時・場所を変更することができる。
（２）出席
イ　本会議所の正会員は時間厳守を旨とし例会、総会には会員章を着用して出席しなければならない。
ロ　前月例会（総会）の欠席者及び遅刻早退した場合或いは会員章を着用しない場合には、自発的にＪＣボックスに喜捨する。
ハ　正当な理由なくして直前一年間の年間出席率が51％に満たない場合又は月例会に３回以上連続欠席した場合、理事会は勧告状を発しその後１ヵ月以内に誠意ある態度がみられないときは除名することができる。
二　本会議所の担当委員会は例会に出席した正会員の出席率を翌月例会（総会）に報告する。
ホ　当該月中の青年会議所の公務出張及び当該月中に国内外の他青年会議所の例会、会議大会等に出席した場合はメークアップを認め当該月例会への出席と見做す。
　　　但し、やむをえない事情のある場合には、その旨を当該例会日までに届け出て理事長が承認した場合には、次月例会前日までメークアップの期限の延長を認める。
ヘ　メークアップができる行事とは次の行事をいう。
　　１．国際青年会議所、日本青年会議所、中国地区協議会、広島ブロック協議会又は地区内の青年会議所の主催行事であって理事長の認めるもの。
　　２．他地区又は他ブロック協議会もしくは他地区の青年会議所の主催行事であって理事長が認めるもの。
　　３．他青年会議所の例会
　　４．上記の外理事長の認めるもの。
ト　前項の諸会合に出席した正会員は帰着後１週間以内に事務局へその旨届出なければならない。
２．委員会に関する事項
（１）委員会の構成及び指針は当該年度の理事長が理事会に於て協議の上決定し総会に報告する。但し必要に応じて小委員会を設けることができる。
（２）委員長、副委員長、委員の任命については定款第３３条による。
（３）前項の任期は１年とする。

（４）各委員長は所轄の副理事長、専務理事の指導のもとに当該年度の事業計画を推進する。
３．理事会に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）定例理事会　　日時　　毎月第１水曜日
　　　但し理事会の決定により日時・場所を変更することができる。
（２）その他は定款第6章による。
４．ＪＣデーに関する事項
　　　『日本青年会議所ＪＣデーに関する規程』に準拠する。
５．ＪＣボックス運営に関する事項
（１）ＪＣボックスは担当委員会が運営する。
（２）担当委員会は毎月例会及び総会終了時之を開函し当日の収入金額を報告する。
（３）ＪＣボックス資金は雑収入とし本会計に繰り入れる。
６．褒賞に関する事項
『日本青年会議所褒賞規程』に準拠する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１７年１２月６日変更施行）
役員選任規程

１．定款第５章２０条に基づき次年度の役員を選任し之を決定する。
２．理事及び監事選任の総会前の例会において、次年度役員選考委員５名を３名連記の投票により選任する。但し、現理事長を除く。
　　（１）投票権者
　　　　　当該例会に出席している正会員。
　　（２）被選挙人
　　　　　イ　在籍１年以上の正会員であること。
　　　　　ロ　委員選任日の直前１年間における例会及び総会の出席率が５０％以上の者。
３．当該選挙管理委員会には、理事会がこれに当る。
４．選考委員会は、委員長を互選する。
５．選考委員会は、現理事長と協議の上、次年度理事長候補者を当該総会当日までに決定しなければならない。但し、この場合選考委員の中より次年度理事長候補者を決定することを妨げない。
６．選考委員長は、選考委員会において次年度理事長候補者を指名し、その選考経過を説明の上、理事会に報告する。また、例会若しくは総会に報告する。
７．次年度理事長候補者は、現理事長及び選考委員会と協議の上、次年度理事及び監事予定者を決定する。
８．日本青年会議所の役員及び委員候補者を選任する必要あるときは理事会が選任し、例会若しくは総会に報告する。
９．任期中に役員の欠員を生じた場合は理事会が選出決定し、例会もしくは総会に報告する。この場合の任期は前任者の任期満了迄とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１８年５月２日変更施行）
慶弔及び旅費規程
１．慶弔規程
（１）会員の慶弔に関しては次の基準により慶弔慰金を贈る。変更した場合は必ず次回の例会若しくは総会に於て報告しなければならない。
　　　　イ　正会員の結婚　　　　　　　￥　5,000
　　　　ロ　正会員の子供誕生　　　　　￥　3,000
　　　　ハ　正会員の長期にわたる病気　￥　5,000（1ヵ月以上入院加療）
　　　　二　正会員の死亡　　　　　　　￥ 10,000（別に弔電・花輪）
　　　　ホ　正会員夫人の死亡　　　　　￥　5,000
　　　　へ　正会員両親及び子供の死亡　￥　5,000
　　　　ト　特別会員の死亡　　　　　　￥　5,000
　　　　チ　特別会員家族（夫人・両親）￥　3,000
　　　　リ　その他正会員・特別会員の慶弔事で慶弔慰金を贈るに相応しいと理事会が判定した場合上記の基準により贈る。
　　　以上、慶弔慰金に対する返礼は、一切行わないものとする。
（２）次の事項に該当する正会員には次の金額相当額の記念品を贈呈する。併せて感謝状を贈ることもある。
　　　　イ　理事長任期満了者　　　　　￥ 10,000
　　　　ロ　日本青年会議所関係役員及び委員任期満了者　￥3,000
　　　　ハ　当該年度の例会皆勤者　　　￥　2,000
　　　　ニ　正会員卒業者　　　　　　　￥　5,000
　　　以上のほか必要と認めたときは理事会の議を経て上記の基準により記念品又は金銭を贈呈する。この場合事務局員をも対象とする。
（３）中国地区に於ける青年会議所の承認状伝達式のお祝いとして理事会が決定した額の金銭を贈る。

２．旅費規程
（１）青年会議所公務出張の時は旅費実費を理事会の承認を得て支給することもある。
（２）公務出張の適否及び宿泊必要の是非は理事会の判定による。
（３）事務局員の出張に関しては当旅費規程を準用する。
特別会員運営規程内規
　　　　　　　　　　　
１．特別会員は正会員の行事に出席し、会員相互との関連を深める。
２．特別会員と理事会との懇談会を年１回行い本会の運営に関する意見を具申する。
　※（尚本会は出席義務とする）
３．特別会員には事務局より毎月例会案内を通知する。
４．特別会員には全国会員大会、地区会員大会、承認証伝達式その他青年会議所の主催行事を事務局より必要に応じて通知する。
５．日本青年会議所会報誌は毎月事務局より希望者のみ郵送する。
６．特別会員入会金は、特別会員基金として積立てその使途については、特別会員で構成される会（ＯＢ会）と協議を要する。
　　※（特別会員で構成される会）
７．特別会員会費の金額はＯＢ会と協議の上決定する。
８．入会を認められた特別会員は、特別入会金20,000円を入会決定と同時に納入する。
９．特別会員は毎年１月末日迄所定の会費を納入し、例会、家族会等に出席する場合はその都度実費を支払う。
附則
本規則は、一般社団法人竹原青年会議所の設立の登記の日より施行する。
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